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知火・有明・大牟田新産業都市，鹿児島・谷山工業地域，佐世保•長崎工業地域，久留米
・鳥栖工業地域，筑豊産炭地域などの地域が検討の対象となっている。
後者では，特産品工業の特性が近代工業との比較や中小工業，分業と協業といった面で
の検討を通じて明らかにされたのち，織物，陶磁器，漆器，和紙，金物・刃物など産業部
門別・業種別に主要な特産品工業がとりあげられ，その地理的分布と生産・流通の現状が
簡潔に説明されている。
直 日本の工業地域の課題は， 「工業地域をめぐる問題」と「工業立地の動向と展望」
から構成され，前者では現在工業地域が当面している諸問題の検討が，後者では工業立地
政策の沿革とこれからの工業立地の展望が示されている。
1 工業地域をめぐる問題では，まず工業の地域的集積の問題が立地因子との関係で概
説され，わが国工業の地域的構造がきわめて求心的であることを指摘する。ついで工業用
地と士地利用の問題に言及し，都市計画法をはじめとする土地利用に関する諸立法が今日
のスプロール化現象に対して規制力をもたない現状に触れ，地価，工業用水，輸送施設，
労働力，産業公害などに関する諸問題の現状分析がおこなわれているc
2 工業立地の動向と展望では，おもにわが国戦後の工業立地政策の変遷を， (1)隣路打
開投資（第一期），新工業地帯の開発（第二期），新産業都市の建設（第三期），工業立地
の適正化（第四期）に分け，各時期における諸立法，諸政策が述べられ，ついで地域開発
と工業立地，地域間格差，工場立地と地域経済，立地業種と開発効果の差異，立地因子の
変化と工業立地の動向，これからの工業立地のパターンなどに関する説明がおこなわれて
いる。
以上章を追って簡単に紹介したが， 本書については， 田島康弘氏の書評がある（『経済
地理学年報』第14巻第2号）。併せ参照されたい。
（誠文堂新光社，昭和42年12月刊， B5判， 352ペー ジ， 3,000円）
グタスフ・シュトルパー他著
．坂井栄八郎訳
—小杉 毅—
『現代ドイツ経済史』
，本原書の増補第2版，序文において，編者のトニー・シュトルパーが述べているように
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「世界経済がますます緊密に織りなされていくとともに， ドイツの経済と社会の簡潔な信
頼出来る，そして読みやすい叙述を求める国際的な要望が高まっている」のである。たし
かに，欧米のみならず，わが国においても， ドイツ現代史研究は極めて盛んである。すな
わち，資本主義における自由主義段階の典型がイギリスであったのに対して，帝国主義時
代になると，ここでは，それを典型的に代表するのは，イギリスではなくしてドイツであ
ったということであり，それに続く第1次大戦から第2次大戦にかけては， ドイツは一陣
営の中心であったこと，史料が公開されていることなどがその理由であろうと考えられて
いる。さらに，この背景には，ナチズム＿般ファシズムに対する実践的関心の高まり
があるということも無視すべきではないであろう。
とはいえ，本原書の成り立ちは，いささか復雑であるのであって，それを簡単に紹介し
ておこう。原名は， GustavStolper, Deutsche Wirtschaft seit 1870, fortgefiihrt von 
Karl Hauser und Knut Borchardt, Tiibingen: J. C. B. Mohr,'1. Aufl. 1964,; 2. 
erganzte Aufl. 1966であるが DerOsterreichische Vo!kswirt, Berliner Borsen-Cou_ 
rier, および Derdeutsche Vo!kswirtの主筆・編集者として活躍し， 第2次大戦中アメ
リカに亡命した 1888年生れのユダヤ系ドイツ人グスタフ・シュトルパーが英語で著した
German Economy, 1870 to 1940, 1940 と， 10年後著者未亡人トニー・シュトルパ
ーによって独訳された DeutscheWirtschaft 1870-1940, 1950を基礎とし，これをカー
｝レ・ホイザー，クヌート・ボルヒャルト両教授が分担して，大幅に増補したものがそれで
ある。そこで編別構成を掲げると次の通りである。
第1編序説
第2編世界の経済的強国への道
第3編第1次世界大戦
第4編 ワイマール共和国
第5編第3帝国と第2次世界大戦
第6編 ドイツの分割
第7編 ドイツ連邦共和国
第8編 ドイツの他の地域
フランクフルト大学のホイザー，マンハイム大学のボルヒャルト両教授は「国民経済と
その歴史を大学の教壇で講ずるものとして，一般の読者には経済史の緊迫した推移を眠の
あたりに示し，かつ解明し，また学生には事実と問題点を，教師には簡便な枠組みを与え
る経済史の簡潔な叙述という点で原著に比肩しうるものが外にない」 （編者序文）として
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原著の体裁と広がりを大略受けつぐことがはかられた。その場合にホイザー教授は原著の
最後の部分，すなわち，第5編をそれがヒトラ一時代に関する限り，その後被見しうるよ
うになった資料に基づいて校訂し，第2次大戦と1948年の通貨改革を含めて戦後の 3年間
の歴史を加筆し，ボルヒャルト教授は，その通貨改革から筆を起こして，現代に至るまで
の歴史を叙述したのである。そこで編者及び補筆者達が多少の躊躇を感じながら，本書の
第一編に掲げた「1940年5月脱稿」と注釈付きの序説からはじめて，以下順序にしたがっ
て紹介しておこう。
2 
1871年ビスマルクによるドイツ帝国が史上初めて統一をもたらした過程を簡単にたど
り， 1871年以降に起った事態がすべてこの帝国の特異な起源から不可避的に生じたと規定
する。とはいえ，ヒトラーを規準とするならばビスマルクのドイツは，まだしも自由で開
放的な国であったといえる。しかし，西欧世界の規準に従うならばそれはまさに独裁的な
権柄づくで自由のない国であったという。つまり， 「国家主義」に向かう傾向はプロイセ
ンの指導の下にドイツが再生して以来全ドイツ史を支配していたが，それがナチス時代に
なって頂点に達したというのである。
以上のような一つの展望を与えながら，第2編において，ヨリ詳細に世界の経済的強国
への道を模索しているのである。その場合に， ドイツがヨーロッパ第一の経済的強国へ急
速な踵進，それは一般に， 1871年の帝国創建によるものであるが，それ以前においても，
未だ農業国ではあったが，工業において既に注目すべき成果をあげていた点を見逃すべき
でないとする；そして， 1871年，プロイセン軍のフランス軍撃破によって，その賠償金で
金本位制を確立し，連邦諸国の財政主権を得，通貨を統一し，一応の機構を整えることが
出来たのであった。さらに工業化がすすみ， ドイ・ツの経済的興隆を支えたのは重工業， し
かも石炭と並んでロートリンゲンの鉄鉱に基づいていたことは記憶されねばならない。さ
らに，その際に銀行の役割を無視できないとして，大銀行の設立の時期と産業の昂揚期が
一致するという銀行資本と産業資本の相互依存性に注目しているのであるc そしてそれが
外国貿易の拡大においても指導的な役割を演じたのであった。
リストの影響の下に早くから保護主義であったドイツの通商政策も，コプデン条約の影
響，さらに金本位制導入は西欧＝自由主義路線を表現するものであり，創建期にはこの方
針が全経済を支配していた。ところが， 1873年の投機景気の転覆によって深刻な不況に落
ち込み，農業における国際的競争条件の変化，イギリス鉄鋼業の進出といった状況が重な
りあって， ドイツの自由貿易の信仰をおしつぷし，再び保護主義へと転換せざるをえなか
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ったのであった。国家が経済界の可成りの部分を支配したまま自由主義時代に入っていた
のであり，鉄道，重工業，公益事業，銀行に対する役割は大きいものであった。その他ド
イツに起源を発するという近代的産業カルテルは，政治・経済面での特異な発展を理解す
るにあたって重要であるし，その他，労働組合，協同組合の例示によって；第1次大戦は
るか以前から，古典的自由主義体制とは本質的に異なった経済体制，つまり，資本主義の
全盛期においてさえ，国家的または団体的統制の経済生活への混入を様々な形で示すとい
う基本線が発達していたという点を強調しているのである。
さて，第3編では以上のようなドイツ経済の特異性が，戦時体制の中で，どのように働
いたかという点を考察している。すなわち，他の諸国に比べると国家が経済に介入する
度合が強かったとはいえ，大勢は自由な資本主義の方向にむきつつあったドイツも，この
大戦を経過するや国民経済は根底から軍国体制化され，戦時社会主義と呼ばれた程であっ
た。しかし，この体制はあらかじめ計画されたものではなく，非常事態に直面して，いわ
ば，弥逢策の累積であったという点に，その終局は目に見えていたと考えられる。すなわ
ち，国民の抗戦力を堀り崩し，軍事的経済的，または心理的に崩壊へと条件づけられ悲惨
な敗戦を経験し，次に現われたのがワイマール共和国であり，第4編の課題である。
3 
ワイマール共和国の第1期 (1918~1923年）の間に，ヴェルサイユ条約と上シュレージ
ェンの分割によって，永久に失われた地域は，農耕資源に恵まれた地域であったので， ド
イツにとって苛酷な賠償がなくともその経済の維持は自力ではとうてい不可能であった。
そこで財政と通貨制度への根本的改革が要請されたのであり，それがエルッベルガーの財
政改革として表れ，統一国家への転化というワイマール憲法の理論的命題を実現したもの
で，インフレーション時代の混乱の中でドイツの租税体系を創出した点に一定の意義が認
められる。しかし，現実に貨幣価値の下落が進行している間は，それ以前の対策と同じく
挫折せざるをえなかった。ついには，経済機構の全ての部門で混乱がその極に達し，物価
は上がり続けるのに失業が増大するという深刻な事態となったのである。このようにイン
フレーションによって特徴づけられた第1期に続いて第2期は史上有名な天文学的数字に
まで通貨価値が下落したインフレ通貨から価値の安定した通貨への移行の道が模索された
が，根本原因はルール紛争にあったのである。それが終ると，他の全ての難問に関して
も，多少の希望的観測を混えてであったが，解決策が見出されたのであった。すなわち，
ただ流通貨幣数量を僅少に抑え，公衆をして通貨が新たなインフレーションに対して保護
されていると信じこませさえすればそれでよかったのである。そのために用いられたのが
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「レンテンマルクの奇蹟」として有名な 1つの心理的トリックであった。ここにドイツの
通貨は， 1兆マルク対1金マルクの比率で安定し，一応国内問題は落着し，この通貨の最
終調整はドーズ案に委ねられることとなった。・
ドーズ案は単なる暫定解決策であって，最終的なものであるヤング案に代えられた。ャ
ング案は賠償債務を直接かつ大幅に削減したのみならずドイツを外国監督機関の屈辱的な
支配からも解放してくれたのである。この時代の経済復興はドイツで一般に合理化と呼ば
れている過程をその特徴としていた。この時代は主としてアメリカからの資本流入によっ
て支えられていたという脆弱な基礎の上でのかりそめの安定であり，ついには経済恐慌に
見舞われたのであった。これは，ナチスの拾頭による外資の引き揚げ，オーストリアのク
レディッ・ト・アンシュタルトの破産に端を発するものであった。その対策としてのフ疇ーバ
ーモラトリアムによって賠償の時代は終った。しかし，ダナート銀行の支払停止を導き，
その救済を通じて銀行集中への国家の介入が強められたのであった。これと並んで為替管
理はナチスにとって全体主義政権の好都合な道具となった。さらに，すでに述ぺたように，
ワイマール共和国はナチスヘの遺産として，完成した国家社会主義に近い経済体制を残し
たのである。しかし，ワイマール時代0)経済体制は，常に民主的精神によって担われ，民
主的諸制度の上に築かれ，そして国際的協調を目指していた点にナチスのそれと本質的相
異があったのである。
4 
第5編では，まずナチスの紹介とその「不変の」綱領の説明がなされ，その運動として
反資本主義と集産主義をとった点を強調している。まず，道義的原則として「公益が私利
に先行する」ことを宣言し， 「金利奴隷の打破」という財政上の公約を掲げ，さらに「す
でに社会化している全（トラスト）経営の国有化」 「百貨店の市有化」及び「土地改革」
を要求したのである。経済政策上ナチスが目指したところのものは，雇用創出政策であ
り， 「仕事とパン」はヒトラーの公約であった。それは，第1次4カ年計画として大規模
な公共事業によって始められ，それらは生産，分配・消費の国家支配を通じてすすめら
れ，労働者の職場選択の自由さえ失われたのであった。
すなわち，あらゆる産業部門，労働者が国家の監督の下に活動し，市場調整が行なわれ
たのであるが輸入は停滞し，•生産と消費の両面にわたって物資の欠乏が生じたので，食料
と原料の自給体制を確立する第2次4カ年計画が打出された。このため，農業，工業その
他およそ経済生活にかかわりを持つ者は誰でも例外なく国家によって捕捉され，服従させ
られたのである。かかる強引な国家の経済への介入にもかかわらず恐慌克服に4年間もか
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かった点は決して称讃さるべきものでないと主張する。
外国貿易に関しては，シャハトの「新計画」の立案によって，独占的外国貿易統制を施
行し，国際的慣習からの離脱を遂行することによって，多角貿易から次第に双務協定の方
向へと進んでいったのである。そして，国内で進行している強引な軍備のための資金調達
方法はメフォ手形，外国債権者の財産没収，オーストリア及びチェコスロヴァキアの金外
貨準備の押収，並びにユダヤ人財産の没収等によっていたのであった。
多くの人は「社会的所得」の増大を認めて，ナチズムを酌量したが，それがいかに大き
くとも労働者はその代償を支払わねばならなかったのだ。すなわち，彼らは自由を失っ
た。ドイツ全国民はナチ体制の何らかの組織の中に補捉され，戦争への方向にかり立てら
れたのであった。しかし， ドイツは初めから勝つ見込みはなかったのである。これは，殆
ど信じ難い程の経済的無理解と放恣な思い上りによる戦争であった。したがって，戦局の
深刻化と共に平和的戦時経済から総力戦へと転換せざるを得なかった。そして， ヒトラー
による焦土戦の命令，さらにはパルテイザン作戦の呼びかけにも，もはや従う者はなく，
一見あれほどまでに団結してヒトラーにつき従い，ほとんど不服従の素振りも見せなかっ
たドイツ，そうゆうドイツはここに終ったのである。
5 
第6編以下においては，第2次大戦後の4カ国による占領と，それに伴う東西ドイツヘ
の分割と夫々の発展について触れられている。当然ドイツのその後の運命を決したのはポ
ツダム会談であり，それに基づいて占領政策が行われたのであった。かかる状況の下で，そ
れまで， ドイツ経済史の推移を特徴づけて来たところの有能な国家，賢明なお役所に対す
る信頼がついに根底からぐらつき， ドイツ国民は一切の後見からの解放，国家的規制の排
除，自分自身の力を発展させる可能性，すなわちヨリ自由な経済体制を強く渇望したので
あった。ほぼ20年間も続いた強制経済が取り除かれると共に，エネルギーが解放され，こ
のエネルギーが自由市場経済の信奉者さえ驚嘆したほどの興隆を導き出したのである。ま
ず，戦後の荒廃の中で残存している生産能力を利用し，幾分なりとも正常な経済関係に立
ち返ろうとしても，それが通貨制度の抜本的な改革なしには不可能であった。そして，こ
の通貨改革を通じて4つに分割された地域の経済的統一への期待がもたれたのであったが
空しく，ここに東西に分けられることとなったのである。西側では新通貨の発行，東側で
は証紙マルクという形でいずれも頭割り配分と他は切り下げという方法がとられた。かく
して，戦後3年余でドイツは異った通貨と対立する経済制度と敵対的政治体制をもった 2
つの地域に分裂してしまった。 ドイツ国家の基礎は，根本的な変革を蒙った。この度も，
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．，多くの人はこの国家体制になじむことが出来なかった。時の力と賢明な指導が結局はこの
新しい国制をその市民の意識の中に定着させてしまうのであろうか。この市民が2つの国
家の存在と妥協するであろうか，それとも，第2次大戦後のドイツは，いまだに過渡的存
在と見なされねばならないのであろうか。
6 
さて，以上のようないさささか勝手で簡単な紹介の中に充分織り込むことは出来なかっ
たのであるが，本書は，・ワイマール共和国からナチス体制，さらには第2次世界大戦を通
じてドイツ連邦共和国への経済史がビビッドに描かれているのである。その場合に，ナチ
ス独裁体制はワイマール共和国のうちにひそむ矛盾の必然的結果であり，・ナチス統制経済
機構は相対的安定期の資本蓄積機構が世界恐慌下に変容し，再編成されたものに他ならな
い。そして，そのワイマール体制，相対的安定期のドイツ資本主義の特色はヴェルサイユ
体制，相対的安定期の世界市場におけるドイツの特殊な国際的地位により規定されていた。
それ故に，ナチス成立の究極の原因は第1次大戦後の世界市場編成，ヴェルサイユ体制の
うちに求められるとする。そして，ナチス体制からようやく脱した戦後の状況も，分裂し
たドイツとして，今なおドイツ国民には受け入れ難いものでありいわば過渡期としてしか
受け入れられえないという理解を示しているのであって，とくにナチズムを特異現象，•そ
の時代を一種の病理的時代として捉えようとする見解とは対立するものである。
本書は真のドイツを愛するリベラリストとして，とくにナチス及び東側に対して，時に
は感情をむき出しにするような叙述がみられるけれども，概して， 日本人がかつて受け入
れた同時代人としてではなく，冷厳な経済史の目でもってその評価をしていることは，本
書の成り立ちからいって当然のことであろうと思われる。
最後ではあるが，かかる大著の癖訳の労をとられ，多くの人々に現代ドイツ経済史理解
の機会を提供された訳者並びに出版社に対して敬意を表したいと思う。なお，巻末に付ぜ
られた索引に原語を入れたのは，顕訳者として親切であり，読者にとっては便利である。
（竹内書店，昭和4峠三1月刊， A5判， ix+369ペー ジ， 2,300円）
—原田聖ニー一
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